
1細胞期鶏受精庇の人工培養方法及び体外受精卵の培養

[要約］１細胞期の鶏受精､§を人工培養する場合，鐘蕊波の液面を低く設定すると

良好なふ化室を得ることができる。また，培養液の代替としては全亜｣ﾖが使用できる

ことを明らかにした。しかし，この培養方法を用いて未受精歴へ瞳壬を強制注丞後に

培養しても，卵割は見られない。
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［背景・ねらい］

鶏の育種改良速度を促進するためには，鶏匪の人工培養技術を応用することが有効であ

る。放卵後の鶏匪（約60,000細胞期）の人工培養については，５０～70％の高いふ化率を得

ることができた。

有用な遺伝形質を新たに鶏に導入しようとする場合，鶏歴が１細胞期の時点からの人工

培養技術を確立する必要がある。そのため，１細胞期鶏匪の人工培養によるふ化率向上と，

１細胞期と同時期の未受精歴に精子をガラス針で強制注入して人工培養した場合の受精と

発生について検討する。

［成果の内容・特徴］

①３期の培養システム（Ｉ：０日目，１１：１～3日目，111：４日目～ふ化）を用いて１細胞期

の狂から人工培養するには，システムＩの培養液量を，液面が匪より低くなるように調整

することによって良好なふ化率が得られる（図１，表１）。

②システムＩの培養液にホモゲナイズした全卵白を用いても，従来の塩類溶液（KHCO3，

NaHCO3，ブドウ糖主体）と水様性卵白との混合培養液と同等以上のふ化率が得られる。調

整に時間のかからない全卵白を，培養液として使用可能である（表１）。

③人工培養でふ化するためには，旺の周囲に濃厚卵白が付着している必要がある。そこで，

放卵２時間，２時間45分後に屠殺して濃厚卵白が付着している未受精歴を卵管から採取す

る。その匪に精子を注入して人工培養すると，卵割は認められない。一方，放卵30分後に

屠殺して卵管から採取した濃厚卵白が付着していない未受精旺に精子を注入して，借り腹

移植法を利用すると，正常ではないが卵割が認められる（表２）。

[成果の活用面・留意点］

人工培養法は，受精卵の歴細胞を他の未受精歴へ注入して培養する時等に利用する。
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13個ともｼｽﾃﾑＩで中止、卵割認めず
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4個産卵、４個とも卵割認めず

2個産卵、２個に異常卵割を確認
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図１鶏歴人工培養システム及びシステムＩの液堂調整

液 量 少

表１１細胞期歴の人工培養によるふ化（平成４年）

試験庇採取システムＩ

Ｎｏ．時間培養液

培養開ｼｽﾃﾑⅡ期間ｼｽﾃﾑⅢ期間ふ化

始個数中止数中止数数(率）

ｼｽﾃﾑＩ

液量

注)①庇採取時間は放卵から屠殺までの時間

②塩類溶液は、水様性卵白３：塩類水溶液２を混合したもの

①2.75ｈｒ塩類溶液

②２．７５〃

③２．７５全卵白

多(卵黄が浮遊）

少(液面が庇より下）

少（〃）

注）①庇採取時間は表１と同様

[具体的データ］

試験庇採取歴への精子培養開始ふ卵

Ｎｏ．時間注入数個数方法

[その他］
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表２卵管から採取した未受精庇へ精子を注入した後の庇発生（平成４年）
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